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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，トラソスアミナー－E活性度にも変動を来す事を考

　　　　　緒　論　　　　　　　　　へ本実験を試みた。
保存人赤血球については従来（R・v・＆Turner①

Robertson②）種々研究され，特に第二次世界大戦時　　　　　　　　実験材料及び方法

には，保存入赤血球の鞠血に依つても新鮮血液と殆ん　　　　　1．材　　料

ど同様の成果があげられている。　　　　　　　　　　　　採工file＃，血液4容に対してACD液（acid－citrate一

　全1血から血漿を取り去り，残つた赤血球を再び生理　　　dextrOSe　solution）を1容の比率に入れ，注射器を

的食塩水に浮遊せしめて，これを全血の代用品として　　　用いて成人健膜男子の正中静脈から採ユflLし・直後に

用いようとする研究はMac　Quide＆Mollison③，　　0．11Mリン酸緩衝液（Q．11M－Na2HPO4および0・11

Cookey＆H。rwitz④，　Thalhimer＆TaylQr⑤等　　　M－NaH2PO，kを加へてpH　8．・6とし0・9％の割にNa

により行はれ，これが貧1血其他多くの疾患に全血と殆　　　Clを溶解した）1．5倍量を之に加へ，静かに撹絆した

んど同様な効果を示す訴が明らかにされた。　　　　　　後30｛；Or．P、m．で10分間遠心沈澱し，4回洗浄した後

　然し，貯蔵赤血球のfヒ学的性状，輸血盾における細　　　試験管にとり，4°C冷蔵庫に保存した。

胞の生存能力及び赤血球保存媒質の毒性が，赤血球に　　　．以上の実験は，細薗の影響を防ぐため無菌的に行つ

及ぼす影響等については，未だ確定的な事が知られて　　　た。

いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．赤」征球再浮游液の調製

　すなわち，赤lfiLSR保存媒質として生理的食塩水を　　　　浮游液として，上記の生理的食塩水一〇・11M一リソ酸

硬った時t5日以上は貯蔵しえず，又クエソ酸ブドウ　　　緩衝液（pH　7。6）を用ひ，これに終末濃度0・1Mのブ

糖液を使つた時も長期の保存には耐え得ない。（Gab一　　　ドウ糖，果糖，ガラクトース，酢酸ナトリウム・乳酸

rlo⑥，　Strumia⑦，　Hardwick⑧，　Strumia＆Mac　　ナトリウム，リンゴ酸ナトリウム，2×10－3－Mビタミ

Graw⑨）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンBi，ピリドキサ・・一ルリソ酸（PAL－P），アデノシソ

　ー方，赤1血球の輸血后の生存能力，特に赤血球内の　　三燐酸（ATP）及びシステイソ・1X　10　’2　M一ビタミ

諸種酵素の若性度の変動については，殆んど知られて　　　ソB2，5×10－・2－MビタミンCを加へその効果を検し

いないo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たo

　著者は赤血球のEnergy代謝は，他の細胞と異な　　　尚，赤【血球の保存及び測定には・金属イオソの作用

り，TCA回路を有せずWarburg－Diclcens　ncenも平　　　を避けるため再蒸溜水を用い・イオン交換樹脂瀞水器

常は殆んど作用しておらず，赤1血球のEnergyの大　　　でイオソを除去し・器具はガラ3を用いた。

部分が解糖系によるものであり，ために赤血球内ATP　　　　　3．方　　法

t／ベルの下降が，赤血球生活力の下降の重要な一因で　　　赤血球一一glutamie－oxaloacetic－transaminase（R－一

あるという考え方（Dayani，　R．　M．⑩，　Gabrie⑳，　　GOT）と赤血球一glutamic－pyruvic－transaminase

Ernstein，　R・⑫）を前提として，この様な代謝過程　　　（RGPT）の活性度測定にはCabaud・LeePer＆
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Wr6blewski⑱の血清GOT及びJtnrW　GPTの活性を測　　　に10分閲放置し・2・4Dinitropheny猟ydrazine溶液

定する方法と同じくBeckman　B型分光光度計を用　　0・5ccを各々の試験管に加へた後・5分間37°Cに放醗

いる方法により実施した。　　　　　　　　　　　　し，Pyruvate－2、・1－dinitroPhenylhydrazoneを形

　　a）試　薬　　　　　　　　　　　　　成させた後，t・ルエン試薬を各試験管に1．Occつつ加

　i）墓　　質：　　　　　　　　　　　　　　　　　　え強く振愚し，約5分間遠沈してHydrOZoneをトル

　GPT基質は，　DL一アラニソ1．87mg，　GOT基質は　　　エン周に移行させる。

DL一アスパラギン酸2・66gm。各々KH2PO42・　Ogm　　　　このToluene層を0．5ccつつ新しい他の試験管に

とα一ケトグルタル酸0・6gmを蒸溜水に溶解し，　KOH　　各々取り，　Alcoho1性K⊂）H　2，5ccを加へて混和し，

稀釈溶液でpHを正確に7・6とし全量を各々］（）Occに　　　Beckman　B型分光光度計でOptical　densityを求め

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。B管液O，　D．を零にあわせてu管液のOptical

　これは細菌の侵害を防ぐために・冷蔵庫に保存し　　　densityを求め（490mμ）標準曲線に依つて，　Units

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位）を換算した

　ii）　100％三塩化酢酸：　　　　　　　　　　　　　　　　標準蘭線の作製法は，ピルビソ酸5μ霧，10μg，20，

漁剛（100ccに三塩化酢酸（TGA）100grnを溶解　40，60，80μ創m1を各々の試験管lclTSIり，上記実験

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法によつてHydrazoneを形成させAlcohol性KOH

　iii）Aniline－citrate：　　　　　　　　　　　　　　試薬にて発色させて，蒸溜水を0．D．零として各々の

　5gmのクエソ酸を同母の蒸溜水に溶解して・これに　　　濃度の発色のOptical　densityを測定した。

同量のア＝リンを混和して作る。結蔽が折出すれば捨　　　　GOT及GPTの単位は，赤if［i球浮游液1．Occがピ

てる。　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　ルピン酸1ft　tsrを形成する能力を以つて1単位と定め

　i▽）　2，4－Dinitrophenylhydrazine：　　　　　　　　　　，　た。

　100mgの2，4－Dinitrophenylhydrazineを20ccの

濃塩酸に溶解し，蒸溜水を加へて100ccにする。　　　　　　　　　　実験結果

　v）水飽和トルエソ：　　　　　　　　　　　　　　　　　1．リソ酸緩衝液生理的食塩水に浮遊し，

　500ccのトルエンに5ccの蒸溜水を加へて振轍した　　　　　4。Cに保存した赤血球のGOTおよびGPT

もの・　　　　　　　　　　　　　　　活性の時間的変化
　vi）AlcQhol性KOH；　　　　　　　　　　　　　　GOTは第1図a）および第1i謝こ示すように，緩や

　95％ナルコール100ccに，苛性カリ2．5gmを溶解　　かな傾斜を画いて時間と共に徐々に低下する。　GPT

し・鍵気を遮断する。　　　　　　　　　　　　　　　　はGOTの約1／10単f立に当りGOTと岡様に徐々に活

　　b）契験操作　　　　　　　　　…生の低下を示す。（第1図b），第1表）
　二個の試験管（B課蜜試験管，u＝試験管）を用い　　　　　2．薬物を作用させた赤血球のGOTおよび

る。1血球を蒸溜水で10倍稀釈し，G・5ccを各々の試験　　　　　　GPT活性の時間的変化

管に取り（対照実験には純1血1球を10倍に稀釈し，この　　　　a，六炭糖（第2，3表および第2図）

0・25ccと水0・25ccを加へたもの）薬物添加の血球は　　　　i）　ブドウ糖　1時間後では対照より著明に高く，

水O・25ccの代りに浮游液を0．25ccに換算して，0．25　　1週後には対照よりも下り，以後は対照と平行しなが

ccを用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら低下する。　GPTは7～21日間はあまり変化せず，

　次にGOT活性測黛試験管u管とB管にGOT基質　　　28日には著明に減少する。

を0・25cc加へB管には直ちに100％三塩化酢酸O．lcc　　　ii）果糖　GOTは保存3日までは対照よりもやや

とAniline－Citrate　O．1ccを加へて除蛋phし反応を1L　　高い傾向があるが，以後は低下し対照と平行する。

め鷺検とする。　　，　　　　　　　　　　　　　　　　GPTは最初から対照より低下している。

　又GPT活性測定管であるu管およびB管にはGPT　　　iii）ガラクトー一　－　GOTは21日まで対照より約

塞質を夫々0・25ccを加へ，10（％三塩化酷酸0．1ccを　　600単位低いが，28日目には対照と交叉する．　’GPT　e：

B管に加へて盲検とする。u管は37°C慣温槽に20分　　　耳⊇糖の場倫と殆んど一致した経過を取る。

間静置した。静躍後GOT活怜測定，　u管にはLOO％三　　　　b．ビタミソ（第4図および第2，3炎）

塩化酷酸0・1ccとAniline－・Citrate　O、1ccをIJI．1へて反　　　i）　ビタミソBI　GOTは1時間後から対照より高

応ltr　il・1止し，．又GPT活性測窪u管には100％三塩化　　　い活性を保ちながら28日に選するが，　GPTではかえ

酢酸0・1ccを加へ反応を11・止させた後，37°C恒温槽　　　つて初めから低下している。
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第1表　保存人赤血球のGOT，　GPT活性　　　　　　第1図　保存人赤血球のトラソスアミナーゼ活性
　　　　　　　　　（薬物添加無）　　　　　　　　　　　　　　　の時聞的変化　（添加物なし）

　　　（10例平均）　（Per　ml　per　20　minutes）　　　　　　　　　1　a）　GOT活性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2b）　GPT活性
＼鱗1・・T活性＊1・・T創・ド＊　　　櫛hの・欄・（原点）は塒問を・単位

雌虻＼L…t曲li…鯉．＿　　は鵬1m正当りの爾わす゜

1時間
　3日
　7日
　14日

　21日

　28目

7900　士　352．6

7800　士　353．0

6950　士　428．5

6420　士　　19．0

5560　士　　27．0

4860　士　　39．0

675士・9・・　羅　1。，
636　士　82，5

584±27．o　　a°。°　　　’
526　士　59，5

526　：ヒ　52・9　　　　　　　　　6，000

399　士　25，2 GOT

＊Spectrophotometric　units　（4901nμ）　of　　　　　　　4，00D

　ErythrOcyte－GOT
　　・・it・・f　GOT麟一q・＆縛一

　　　625戯m1、erum　extincti。n。。effi，｛e。t　　2°°°

　　1．26躍temperature　coefficient

＊＊Spectrophotometric　units　（490　mμ）of

　E・yth・・cyte－GPT　　　　　　　　　　3　Y　14　21　28日
　　…t…G・T2蹄甦　，　　　　　　　・緬
　　1．57謂temperature　coefficient
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600

　　ii）ビタミソB。　GOTは21日まで対照より相当高　　　　　　　　　　　qPT
　い活性を維持し，28日では急激に低下する。GPTは　　　　4CO

　1週まではやや高いが，以後は対照よりも漸時低下す

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

　　iii）　ビタミソC　GOTは1時聞後の対照にくらべ

　て170Qmp一位程度の低下を，28同後においては4500単位

　の甚だしい活性低下を見る。

　　GPT樹隙り囎を示し腿する。　　　　　37　」4，　21　28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱1司
　　c，3種の有機酸のナトリウム塩

　　　　　（第4図，第2，3表）

・i）乳酸ナトリウムGOT，　GPTとも孕こ対照より　りは少いが漸次増加して28畷には対照より相当高い

　相当低い活性で対照と平行しながら低下する。　　　　　　活性を示す。

　　ii）酢酸ナトリウム　GOTは1時間後には対照よ　　　ii）PAL－P（ピリドキサールリン酸）GCTは約

　り低いが，1週後にはピークとなり14日1麹こは対照と　　　4000単位対照より高い活性を保ちながら推移する。

　交叉し漸次低下する。GPTも1時闊後は対照に比し　　GPTは対照より約1，000単位高い活性を持ち，28日後

　薯しく低いが，7日後にはかえつて対照より高く、28　　でもなお400単位以上高い活性を示す。

　日には対照と同じ位になる。　　　　　　　　　　　　　　　iii）　システイン　GOTは対照より相当低い活性を

　　iii）　リソゴ酸ナトリウム　GOTは対照よりやや低　　　示しながら低下し．　GPTも漸次低下してかなりの低

　いが，14　H以後では対照より高い。GPTはかない対　　　下を示す。

　照より低い活性で対照と平行しながら低下する。　　　　　　以上数縄の物質の添加により，最も高い活性を維持

　　d，その他（第5図，第2，3表）　　　　　　　　するものはATPで次にPAL－Pである。またピタミ

　　わ　ATP（アデノシソ三リン酸）　GOTは1時間　　　ソB，，ビタミソB2は対照よりはやや高く維持され，

　後では対照より低いが，漸次増加して28日後には対照　　　GPTの方はやや低く保たれる。最も低下を示す物質

　にくらべて著しく高い活性を示し，GPTもGOTよ　　　はビタミンCである。
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第2表保存赤血球Glutamic　oxaloacetic　transaminase活性に及r：’す各種薬物の影響

　　　　　　　　（トランスアミナービ単位は1m1当り反応時問20分間の値を表わす）

薬　　品　　名
例
数

対　　　　照1

ブ　　ド　ウ　糖
　　　　　　　　　j果　　　　　　糖
ガラ　ク　ト　・・一ス

ビ　タ　　ミ　ンB1

ビ　タ　ミ　ンB2

ビ　タ　ミ　ソC
ピリドキサルリソ酸

　　A　T　　P

シ　ス　テ　イ　ン

酢酸ナトリウム
乳酸ナトリウム
リンゴ酸ナトリウム

10

1・

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

薬轡u輔 7日

　　　　　　7900±　352、6　　6950士428．5

　　0。1　　　　9950士　829『．7　　6580：ヒ479．5

　　0．1　　　　8140：i：　136．9　　6520ニヒ292．7

　　0．1　　　6910：h　209．2　　6520士362．2

　2×10－3　　8940士1097．7　 7330士989．0

　1xiO－2　　9130ゴ：　650．7　　9150士823．0

　5×10－2　　5940±：731．5　 2250：』180．0

　2×10－3　11490士　455．0　10400：ヒ369，0

織：囎暴蹴雛ll
　　O．1　　　5100士1015．0　　5170：』465．0

510・・6860士5・。・06530士538・0

14日
　　　　　1
21日　　　　　28日

642…9・・i556・±27・・1486・士39・・

556°士102・5i463°士49°・814210士474・5

5560士827．7「　5120士587．013375士925・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5870士576．9　…　5160士454．6　：4850十518．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

6950：i：132．7　卜　6550士729．O　i　5760士340．8
814。士114．、．、、55。士556，71・87・士2・7．5

855士261．0　1　　675士261．0　　198．4士66。5

9600土760．0　　8800士628．0　 8「」OO士280・5

8960士32：．7　　　9600士235．8　1／0（jYO士399．5

4410士521．22830th428．Sl1805士158．7

6300：L868．0　，　59δ0ゴ：727，0　1　5360士445。0

　　　　　　　　　　　　　　1
447〔｝士864．0　．　437〔｝：ヒ326．0　1　3690士177．0

6010：ヒ162．0　…　5980士336．〔、　　5360：k224。　O

第3表　保存赤Jfilew　Glutamic－pyruvic　transaminase活租三に及V9す各種薬物の影響

薬　　品　　名

対　　　　　　照

ブ　　ド　ウ　糖

果　　　　　　糖

ガラ　ク　ト　・一一ス

ビ　タ　　ミ　ソ　B1

ビ　タ　　ミ　ンB£

ビ　タ　　ミ　ソC

ピリドキサルリン酸

　　A　　T　　P

シ　ス　テ　イ　ン

酢酸ナトリウム
乳酸ナトリウム
リンゴ酸ナトリウム

例薬物濃度
数　（M）

・・［

5i　O．1
5

5

5

5

　0．1

　0．1

2x10－3

2x10－2
512。1・一・

　［

512×10『3

5旨2×10一3
　L5

5

5

5

2×10－3

　0．1

　0．1

　0．1

1時間

675ゴ：　19。0

638：ヒ126，0

7日
　　　　　t

14日　　　　　21日

399士19・引399士99・4

　　　　　　　339±　64，9

　　　　　　　422：ヒ　34．4

636・…。1・2・・59・5i　526・52・9

622士38．gi　447士49．sl

670：ヒ　57．1　　　　478：ヒ　60，4

730士　55．51　　654」：31．21　　431士　38。7

、総ll：11灘翻、粥顯

6°5士　83・3　i51°士3°・1438・ヒ26・3

417ニヒ142．3　　　　600士474，0

654士60．41　414士21．4
229士45．61716±　54．0

557，1，38『 D6i　399士61．4

478士133．2　　　　431士182．2

622士262．7

358：」ヒ　？7．8

606士　13．2

358：b　79．6

319士　67．9

399d：45．2

343士55．ユ

339：L40．9

399　一ヒ51，0

352士70，5

258：』27。3

876d：15．1

654士33．5

288」L－31．4

478士43．5

3eg士58，4

317士67，7

28日

399．0士25．2

191．O：ヒ　96－1

207．5±　34。5

211。8士　21．8

353．Od：　34．0

24／．0士65。2

218，1ti二　75，5．

796，0：」ヒ　50．6

694．Od：117．3

236．0士　88，6

431．Oti：84．5

249．O士　54．0
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　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　又，保存赤血球はTCA回路が存在せずWarburg・一

　トラソスアミナーゼは，主に細胞内に濃縮されてい　　　Dickens経路も働らいていないため，　Energyの大部

るので，正常の血清には含有単位が低U・が，細胞損傷　分を騰系に依存してL・るので瀦局ブドウ糖洲辮

が甚だしい時には，トラソスアミナーゼのレベルが上　　　される事になり・ブドウ糖の消耗と共にATPレベル

昇する窮が常である。　　　　　　　　　　　　　　　　　が低下し，ATPレベルが下れば・Nuele。『ide　phus一

　著輩の赤血球GOT，　PGT’測定の成績から見ると，　　　phorylaseの協力を得て糖を燐酸化する経路によつ

血清に比し約10倍以上包含されていた。　　　　　　　　て糖代謝を行いEnergyを供給する［・lii：になる。此の

　保存赤血球に於ては，時日の経過と共にトラソスア　　　際アミノ基供与体とα　一・ケト酸の間にトラソスアミナ

ミナ＿ゼの活性度の減少を来すが，これはトラソスア　　　ーゼの介在で行はれるトランスアミネーシヨンにも変

ミナーゼが破壊されると共に，新生されないためだと　　化をもたらすべき事はいう、迄もない。

鰍し得る。　　　　　　　　備赫醐嚇素融についてセま，進和⑭のグル
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第2図　ブドウ糖，果糖およびガラクト・一・zを添　　　　　第3図　ビタミソBコ，ビタミソB2およびビタミ

　　　　加した赤血球のトラソスアミナーゼ活性　　　　　　　　　ンCを添加した赤血球のトラソスアミナ

　　　　の時間的変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ゼ活性の時闘的変化

　　　　　2a）　GOT活性　　　　　　　　　　　　　　　　3　a）　GOT活性
　　　　　2b）　GPT活性　　　　　　　　　　　　　　　3b）　GPT活性

　　　　灘辮瓢撫蹴暴擁幣　　馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5a3　　　　値を表わす。（以下の図も同じ）
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螺藤ue川⑮の炭酸脱麟勲どの研究があるが　荊、球GOT
何れも赤並L球老化に由る緩慢な低下を見て居る。　・　赤血球GPT
　薬物添加に由る老化防ILを見ると，糖類中ブドウ糖　　　燦酸脱水酵素
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はグルタチオン含有量に対して減少を抑制したが・こ　　　　褒中の数値は最初の活性及び含有量を100％とし

のグルタチオソ含有量は，赤血球溶血に関係があると　　　　て％で表示した値）

いうことが知られて暦るから，結局ブドウ糖は赤」血球

老化を防止すると考えられる。　　　　　　　　　　　　防護作用に於ても，ブドウ糖が最も優秀であるという

　又，脱水素酵素及びグリオキザラ・…Eに対しても，　　　が，本実験の保存赤懲L球に於てブドウ’糖，果糖，ガラ

ほぼ同一の作用を認め，又吉川⑱の発表に依れば，炭　’　クトースのような糖類を添加した後のトランスアミナ

酸脱水酵素及びカリウムの游出と共に，溶血に対する　　一ゼ性の活測定値は，GOTはブドウ糖添加により約
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第4図　酢酸ナトリウム，乳酸ナトリウム，リソ　　　　第5図　ATP，ピリドキサルリン酸（PAL－P）

　　　　ゴ酸ナトリウムを添加した赤1血L球のトラ　　　　　　　　およびシステインを添加した赤血球のト

　　　　ンスアミナーゼ活性の時間的変化　　　　　　　　　　　　ラソスアミナーゼ活性の時間的変化

　　　　　4a）　GOT活性　　　　　　　　　　　　　 ・　　　5a）　GTO
　　　　　4b）　GPT活性　　　　　　　　　　　　　　　　　5　b）　GPT
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週までは対照よりも高い活性を示すほかは，充進は

られず，むしろ抑制されている。　　　　　　　　　　1，000

この事は少なくとも，糖類とトラソスアミナー一ゼと

蔵接の関係はない事を意味するものと思はれる。
，，。類では，ビ，、．B、嚇蠕の、。T榊　　8°°

充進させ，GPTをやや抑制したがビタミソB1は生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600
学的にピルビソ酸又はα一ケトグルタル酸のような

一ケト酸類の脱炭酸における補酵素として働らく物

で，又チアミソニリソ酸はブドウ糖代謝の直接酸化　　　　ヰOO

路に於て起るTransketolationの反応に，補酵素
して働らく。それでチアミン飲乏時のシPネズミの　　　　200

血球では，この酸化経路が著るしく障害されて五炭

が正常の約3倍も蓄積されるという。

以上の見地より，チアミンの投与に依り赤血球の老

防止と共に，トランスアミナーゼ活性の低下を抑制・

るものかと期待した。
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　　ビタミソB2の添加に依る保存赤血球のトラソスア　　　これ等の事実はin　vitrOでプリソ・リボシドの新陳

　ミナーゼ活性を見るとGOTは約3三週迄は対照より　　　代謝は，その保存するEnergyが滲透圧的stressを

　高い活性を維持し，、GPTの方は約10日間はより高い　　　受ける赤lf【1球のStructual　integrityを維持するに利

活性を維持した。　　　　　　　’　　　　　　　　　用されると想像されている⑫。

　　このビタミソB2すなわちリボフラビン自身は，中　　　　以上の諸事実に由り，　ATPが赤ll艮球保存｝こ優秀な

　間代謝に包含される黄色タソパク体に属する数種の酵　　る事は確定的な事実であるが，本実験に於て示した

　素の一成分で，リボフラビソの活性型はリン酸と結合　　　ATP添加保存赤血球GPT，　GPTは対照と交叉した

　されて居り，その一つはリボフラビソリン酸として　　形で上昇し，28日后に於ても尚上昇している。

Warburgの黄色酵素，チトクPムC還元酵素，　D一　　　即ち正常赤．血球よりも・却つてその活性が充準され

　アミノ酸酸化酵素などに含まれて居り，他の一つはフ　　　ている。

　ラビンアデニソジヌクレナチドである。　　　　　　　　　進和⑭及び吉川⑯に由れば，乳酸脱水素酵素，リソ

　　これらの酵索は，何れも赤血球老化に影響を及ぼす　　　ゴ酸脱水素酵素の活性が，炭酸脱水酵素とは反対に

　一連の酵素なのでビタミンB2を本実験に使用した。　　　ATPを添加することによつてかえつて抑制されると

　ビタミソCは赤血球のGOT，　GPTに対する阻害が甚　　　いう。

だしくGOTに於ては約100％に近い阻害を示し，　GPT　　　　システイソにおいては，　SH基がトラソスアミナー
　はGOT程ではないが，対照より相当に低い活性を示　　　ゼに重要な役割を演ずる事は、既に知られて居り⑲N

　しているが，これはアスコルビン酸の還元性に由るの　　X線にょる赤血球のK＋喪失及びNa＋侵入現象をも

　かも知れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　防止する⑳。進和⑪及び吉川⑮はrnonothiol化合物

　　ビリドキサールリン酸は，トラソスアミづ一一ゼの補　が炭酸脱水酵素，孚Lwae．脱水素酵素，リソゴ酸脱水素酵

　酵素と’Lてトラソスアミナーゼ活性とは不可分の立場　　　素など酵素活憔を抑制し，これが赤血．球の老化にも関

　にある。本実験に於てもGOTは対照に対して約4000　　係があるという。

　unitsも高い活性を維持しながら，緩慢な低下を見せ　　　　本実験に於けるシステイソの添加に依るトラソスア

　て居り，GPTも対照より約1000　unitsも高い活性を　　ミナーゼも，以上述べた他の酵素活性と同様に抑制さ

　有しながら，漸次低下している。この郭は赤血球に於　　　れている。

　℃も，他の細胞と同様ピリドキサールリン酸がトラソ　　　逓和⑭，吉川⑲らの実験によると，酢酸ナトリウ

　スアミナーゼ活性と密接な関係にあることを示してい　　　ム，乳酸ナトvウム，リンゴ酸ナトリウムを添加する

　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことによつて，グリオキザラーゼ，リソゴ酸脱水素酵

　　ATPはミトコンドリアを低張糖液（0．5M）に入れ　　　素，乳酸脱水素酵素，炭酸脱水酵素などの酵素活性が

一た時，その膨脹に対してdtll制的に作用する築が知られ　　　抑制されるという。トラソスアミナーゼに於ては・酢

　ている⑩。又Kの遊出も防止する傾向が見られる。　　．酸ナトリウムに於てはGOT，　GPT両方共保存1週迄

　　ATPは容易に水解され，又ATP共他のリン酸エx　　　は急激な上昇を見せ，そゐ後GOTは2週日迄急激に

　テルは赤血球の細胞膜を容易に透過し得・ない事が知ら　　　低下して対照と同一点に到達し・更に対照とをまなれて

　れ，結局その作用はATPの分解産物であるアデノシ　　漸次やや上昇して居る。

　ソ，アデノシソリン酸，アデノシソニリソ酸によるも　　　GPTは約1週日后から緩慢な低下を見せて居る。

　のと考へられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳酸ナトリウムは最初からGOT・GPT共に抑制され

　　アデ、シソの添加が40・Cで貯蔵した加球の備　 て駒リンゴ酸ナ1・リウAtこ於てはGOTのみ約2週

　度を良くし⑰，又之が貯蔵赤llil球中に容易に水解され　　　聞以后からやや対照より上昇している。

　るリソ酸化合物の后肉鐙を増すことが認められてい　　　以上の有機酸は・赤前L球老化防LLに多少効果を有し

　る⑱。　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　ているというが1赤th1球内のトラソスアミナーゼに関

　　正常人赤血球のOsmotic　lysisに対する抵抗に対し　　する限り酢酸ナトリウムは，保存的に働き他の物はか

　ヌクレオシドの効力を見ると，α9％食塩一リソ酸緩衝　　　えつてこれを抑制している。

液，PH　7．3～7．4セ・於てプリ・・リポシド（アデ・シ　Braunst・1・⑳tr・　1，klるとGi・・amic－a・p・・ti・t・・nsa一

ン，グア・シン，イ・シソ，2，6一ジア・ノブVソ・リ．rnina・・が働農1藍の蓑輝に欄す塒は・蜘1月旨膿

ボ、・ド，キサ。トシ癒ど）と鯛艀置する．とに依　で若刊摺される輔認められて居り淑C・he・⑫

　つてOsmotic　lysisに対する抵抗力が高められると　　に由れば，トラソスアミナーゼは一一般に樋々の有機酸

　謂はれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により阻．害されるという。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Graw，∫．　J＆Margaret、　Dolan：proc．　Soc，　exp一

　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　er．　bio1，＆med．75．675．1950．　⑩Dojani，　R．

　　1．赤血球を4°Cにて生理的食塩水に浮游させ　　　M，Os＃ern，　J．　M，：J．　Biol，　Chem，231．913．1958・

（リソ酸緩衝液pH　7。6）そのGlutamic－oxaloacetic　　⑪Gabrio，　B．　W．，　Hennessey，　M，，　Thomasson．　T・，

transaminase（R－GOT），　Glutarnic－・pyruvic　tra－　　　Finch．　C．　A．：J．　Bigl　Chem　215．357．1955．

nsaminase（R－・GPT）の1時間，3日，1週，2週，　　⑫Ernstein，　R．，　Jafee　Bertrant　A，　Lowayl　Gra叩

3週，4週保存后の活性を測定したところR－GOTは　　　A．　Vanderboff　J．　Biol．　Chem　221．971．1956．

各々7900士352．6units（per　rnl　per　20　minutes），　　⑬Cabaud，　P，，　Leeper，　R．＆Wri，blewski，　F：

7800士353units，6950士428・5　units，6420：lt19unit．s，　　american　J．　Clin，　path．26．1101．ユ956，　⑭進和

5560±27unlts，4860±39　unitsを得た。　　　　　　　健：日薬理誌、55．1014－1020．1959，　碗告川英一：

R－GPTに於ては・．　RG（）Tの約謝…it・に該当L　日薬理誌55r　391・．1959・⑯L・h・i・g…．A・L・・

各々675　±一　19unitS，636士82．5　units，　584士27　units，　　　　Henry　Ford　H‘lspital　international　Symposion．

526士5q．　．5　units，526±52．9　uni．ts，399士25．2units　　Enzymes，9．1〔｝，　Academic　press　1956，　⑰Gab一

を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rio，　B．　W．，　Donchne，　D．　M．＆Finch，　C．　A．：J．

　　2．ブドウ糖，果糖，ガラクトースを媒質に添加し　　Clin。　invest　34．1509．1955．　⑱Gabrio，　B．　W．，

てもトランスアミナーゼ’活性度は影響を受けなかっ　　　・Hennessey，　M．，　ThomassoD，　J．＆Finch，　C，　A．：J．

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Biol，　Chem．215，357．1955．　⑲Barron，　E．　S　G，

　　3．チアミン，リボフラピンの添加は対照に比し，　　　＆Singer，　T．　P．：Science，97．356．1943・

GOTの活性度は昂進させるが，　GPT活性度はかへつ　　　⑳Bankley，　S．，　FujU＆Kimmel、　J．　R：J・Biol・

て低下させた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Cheln　180．161L　1950．　　⑳Braunstein，　A．　E．：

　　4。アスコルビソ酸はトラソスアミナーゼ活憔度の　　　Enzyrnologia　7．25．1．93gl　⑳Branderger，　H：

著しい下降をもたらした。　　　　　　　　　　．　　C。hen，　P．　P。：Helv。　Chim．　Acta　36．549。1953

　　5・システイソs乳酸ナトリウム，リンゴ酸ナトリ　　　　　　「

ウム，トランスアミナー一ビ活性度を．低下させたが，酢　　　　　　　　　ABSTRACT

酸ナトリウムは一時的の著しい昂進を示した后下降し　　　　　Glutamic一〇xalacetic　and　91uta血ic“’Py「uvic

た．o　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　transaminase　activities　of　the　red　blood　cel1

　　6．アデノシソ三リン酸は，対照とは逆に1・ランス　　have　been　determineCl　at　one　h（》ur，　three　days，

アミナーゼの活性度を上昇させた。　　　　　　　　　　one，　two，　three　and　foμr　weeks　of　storage　at

　　7．ピリドキサールリソ酸の添加によつては，トラ　　4°Cin　physio1（》gical　saline　containing　phosp・・

ンスアミナーゼ活性慶は著しく昂進したが，時間4）経　　　hate　buffer　solution（pH　7・6），　Effects　of　the

過と共に徐々に下降した。然し対照よりはいつも高か　　foll。wing　agents　added　in　tlle　saline　Ph°sPhate

つた二e　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　buffer　rnediuni　on　the　changes　in　bQth　of　tran－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　saminase　actiVities　of　red　blood　cell　during

　　　　　　　　　文献・　　　　 storage　were　also　studied；glueosel　fructose，
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minase activities, the reduction rate of which transaminase activities. In contrast to these,

during storage, however, was not affected. sodium acetate increased the !evels of the

   Both thiamine and riboflavin maintained transaminase a7 days of storage, after which

GOT at higher level cornpared with that of both transaminase activities were rapidly redu-

ndn-added. control blood cells, whereas GPT ced to those of control values.

Ievel was decreased. The effect of these vita- Of all the tested agents, adenesine tripho-

mins on the changes in the transaminase activi- sphate was unique in that gradual increases in

ties during storage, nonetheless, was not dis- both transaminase activities were attained dur-

cernib!e. On the other hand, ascorbic acid ing storage.
exerted pronounced decreasing effects upon Pyridoxal phosphate increased the levels

the rate of reduction as well as upon the levels of the transaminase, However, it did not cha-

of both transaminase activities. riged. the course of reduction rate in the acti-

   Cysteine, sodium lactate and sodium malate vities as did adenoslne triphosphate.

were all alike in causing decreases in both
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